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近年文化財巳ついての一般の認識が高まってきたζとは、ご肉医のいたりに存じます。

しかし、急速に進展する厨土開発〈工場鵠殺、住宅団地の造成等〉による史跡峰、造物包合地の破壊は

めだっτ多〈なりつムあり、滋に基i革命こたえません。

寺内字児被貝ほほ、潔白木に数世ない貝探として、担跡核問裁締発掘調貨のおり発見された.nmなもの

ですが、これ主ても、宅l車道成のため、もはやその形状も滅失せんばかり1:なっτぉPましたが.今回、

地主加賀谷金五郎氏、隣綾地小朝i宗雄氏の深いご理解のもと広、発掘綿貨をしたもので、発搬は.市教rt

~員会が主体となり、 担当者にはJIiI文化財専門安良資良修介氏官、協力者 として県文化財保鎚協会芝浦一

郎、文化財専門書E良加賀谷文治郎.秋大教授半田市太郎‘縫製t¥林1Jj佼草I律事告待、敏愛苅校鋭倉勝夫、下

浜小岩見事量失の各氏を得、 また‘駄回大学、隠』県民林1~等学校、金足JlM~~等学校、敬愛将校、経演大軒t

.lil1e:I校、以回筒n校の学生および地元土剖民峨民の般身的な事仕のもとに.去る 7月17日から 3日間むわ

たって行われたものでありますレ

前述のとおり‘児桜貝緑は宅地造成によ り滅失寸前にあり.従いましてそのスケールも小さいものでし

たが、出土itt物を‘まとめた冊子ほ緩めてrt滋なものと考えられ、学究の重彦考の賓として‘今後永くこれ

を保存いたす所存であります。

こムに衷心から発綴調査にあたられた方がたに)!Jくお礼を申しあげます。

196 5年 9月30日

紋 m布教育妥民会

教育畏 1i~ 銀 窓次郎
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1 遺跡 の 環境

.m水丘践は侵蝕残

1とで、そのほとんどが

四時史跡指定を受けて

いるが、話続長話 へ々タ

ターんである。紋Dllt

段低(733年〉以前11、

純物川!が丘援の買11胃事事

〈兜桜貝爆は丘陵<')jU

間~I)を洗い、また西

況は日本海が諜く入り

込んでおり.要容の地

であうた.加えるに.

砂日曜府であるこ町丘陵

11清水白湧出が!I-<

〈出土品B1桜瓦巳「向

Jl(J咽刻名あり〉 、飲

約;.:.事欠かなかった。

児11<貝毒草It.寺内字

児11<29喬拾にある 〈第

1関〉が.前磁に偉物
ー...... • 

)11.後1ft二高清水町原

，竜 之1... ~方 Et... "'0 

野を鍛え、往時総!l!1il¥ 1官 i 国 ×印民草草 剤織で開んピ部舟、世蹄秋田主主跡

-・・・-

前生t'ilニt1猿遜の地だヲたことが想像される。貝熔潟側は‘ (~12 悶〉のごと <I主演の切り〈ず しに I

~ . (-主宅跡と想定される場所は既にプル ドーザm で量産地されて発御不可飽だ。たことは絡まれる。児桜只

Z書官官む付近の丘陵は、後背鳳町商情水の丘陵が漸次低〈なり.J<ト35，四トんの高さで.丘E置のS唱。描と

なる。現在鳶巳l日市街地.】駐にt武田平野.後車場‘八骨量油回世唱え太平の山なみが望見される風光の地で

もある.この台雄一円にまだ貝騒は発見されていないo (飯原富市}



2 発掘調査に至るまでの経過

児桜貝滋の~見は、 史跡畝田城跡発織のおり〈昭和;l7~) .l也元佐藤智〈硲滑水中学生)によ。てなされた。

高清水の丘陵は、約 1.2∞年前、律令官IJIll:大成。-J主である東北地方開妬の砿・砲として.出羽織が設定

されたところであるが‘それ以前の記税はみあたらない。

史跡秋回披跡発担当時.~抱自耳目安民ら応より、出土遺唱脅からして、児後貝草書は約 5.αm年前のものであ

?県内8Ij.r，膏の貝援のうち、J)JJ:丹崎県啄に放く・古いものと挑扮されていた。

児桜只t軍が噌ス"(巳ょうて一度報道される帯、遠近の守~~やJ鬼怒生徒の盗事由がはじま ，たため、 事事

条をまわし、 総住を~I'J:してその保全と愛護につとめた。

その後潟年ごろ、土地の売買守宅地り造成がおこなわれ〈大規模な沢の埋めたて〉貝塚町大部分を含め

た台地の平地化が促巡された。

39年にいたれ宅地化による貝寂滅失が明僚になるにおよん"'C.iIi文化財保~1l1員会にお問し、肉ぬ年

Jll:に発繍測訟をすることになった。時あたかも、担勝紙回総跡の~，鋸調査もー役務し、 年次的に市として

もまとま。た事祭宮前しすすめようとの望号良司怠見も強〈、予算借健を得て実施にふみきった。

~O年 6 月 19 目 、 発扱責任者奈良修介氏を中心に、 千分の一地形E置をもとに、説地鯖笠を1-.発視悶牽計

舗の打合わせを行い、翌7月17日‘県内に淡水をもたらしてい立雨天をついて発扱を決行したりである。

(JYit，UJm) 
部 2 悶 児桜貝威発鋼材近殴 -印 は 暗劉現場

N
υ
¥
汀
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3 発掘 日誌

7月 17日〈土〉 、くもり時々補

作~Oll始10時、 発調用具、テン b 等を高治水小学続から巡録。 昼食、午後 l 時から絢査員の紹介が行な

われ、3モ4担{乍察側始、第 lトレゾ号"'，tr.2 rνγチを設定。第 1トνγチを八部どお号発縮。午後事時作

業終り。市社会教育怒長到~t君。

7月 18日〈日〉‘くもり時々晴

9待作業閥始、 tsIトレゾチ断面簡を作成し完豊田。第2トνγチを発担。貝の級綴は・ンジZ只で他。只

矧見あたらず。貝に君主って土器.石総Jt出土。純益司匠を設け、地形測定開始、午後第3子レソチを設けτ
発叙隙始。 iti教育長来訪。

7月 19日〈月〉 ‘く もり

P時作業開始‘ 書13トνソチ定娘、第2トνγチも午前中で殆んど発吉田終了す。鰐2トνγチよ り刻ett

磁出土。 繁4トνγチ滋2言、また!Il2トνンチを*酋に拡狼し民0ある事事分を企て発掘。作集午後3時完

全に終了。

こり発抱剣先で.住居枇その他の遺構は全く慰留することができなかφた。(宮槙務時〉

児桜貝草量発掘調査舎加者名

県文化財専門餐負奈良修介.紋回大学教授半則市太郎、県文化財専門望書員三浦一郎、下浜小学絞岩見誠

夫、敏史学関節肢豊島倉野夫、布教官豊島民会小野勇一、飯塚a布、鹿島良民林高校翁篠宮臨時、明治大学学生鈴

木緩和、軟聞大学学生杉総理事

金足操業高位生徒

本間ひるみ、工藤精子.ーノ!珂"'"子、菊地純子

敬愛学綱高俊生徒

商問純子、'j、流貞子、

経済大学紛属高校位健

太田消議、2古田町秀文

E器巣畏林高校生徒

Z高杉英彦、工藤隆夫、小畑貞夫、浅利金造.小笠原男‘高橋~知夫、木村良一、 田口ふさ子‘成田秀子

長殺やす子、花回裕子、佐藤ひとみ、長敏悦子、斎必和子

-，-
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4 出土遺物

右犠

右:r.1ft2S点出土した。その内容は石鍾川、1IlI石 i、右勧2.石ヒl、石銭しその他剥片を利用した石

総10である。

石鑓.;r!S図 1-11 関飯5

10を除いた他は全て発形品である。これらの石銀は念て湾飯石.~利用している。形は務円形で、そ~，民

経の1可燥を打欠いて石婦としている。それぞれの怒さは別表りとおPである。

/l)耳石、第5悶12

円形で新函は騎円形を豆七r。この石骨量にはベソガラ〈赤色顔料〉が-00に付脅している。

不ご戸 7
石鎚1 195 g 

。 2 225g 

@主 2却 g

。 4 l65 g 

。ラ 210 g 

。 6 i匝 g

今 7 67 g 

。 8 16ラg

;，. 9 103 g 

。 10 85 g 

。 11 103 g 

土続1 7ラ g

'" 2 I 3ラ g

一
〈旅3表〉

石鈴、第6附13、14 問販6

13は完全な石総で阿舗に加工がある。 14も石徐の破片と忠われる。しかも間

関に加工がある。石材は2っとも経石らしい。

右鏡、第6関15 間銀6

ー点だけ出土した。三角形を皐し、底辺が凹んだものである。綜〈、 T$に

作。ている。石材は総右。

石ヒ、第6悶16 筒阪6

右ヒは完全なものはない。 ζの石怨はほんの少しつまみ申ついたもので縦形

か、桃形かはっきりしない。 17の右締もあるいは右ヒの破斤かもしれな、、。右

材は2っとも磁石。

~J片石?lI. :tl6潟18-26 磁版6

貰f北地方特有の不定形な自日IJJtを利用し、それに少し加工の絡した右器であ

る。 22、zl‘25.26は賀岩製、 24はメノホ賀町石製、他は礎石縦である。

(Zf;筏務時〉

お貿については、E器製浪林高校松田孫治先生に御

教示得たことを!!Il記し、ふか〈謝窓を表したい.

- 6-
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描 6磁石 官 間

;ム(警 fミ島
建請す 勧喝WP -==酔

~ 偽ヂ.g糧費
土器

児l葺貝繰り発掘で得た土官iはリ γゴ約半分ほどである。 :1::穏は全て縄文時代前郊のもので、そO)~告んど

が飴土に縫舗を合んでいる。文様i主総支が主体をなしている。

~-1lt土秘書\1 ~書 1 筒版2

木~11は I 一片t~けである。栃色を呈し、:l'I!;状工兵で.巾が広く筏い沈線を絡している土官告である。焼成

良好.繊維は含んでいない。

第二m土絞首¥1鼠2-6 鼠飯2

本績は撚来数本を一自且とし、これをね巳巻いて回転したn庁調書書状体文のある土1器である。 1古土に織総を

含んでいる。 2は地支巳現行総文 (R1.) j祉施文l-.その上にfIt-獄と同じような工共で比事長を施してい

る.$、 4の地支ははっきりしない。そり上位三本申告聾糸〈三本とも L)を一組にした給状体文モある。

5はしと Rの捻糸. 61主LとLの二本:0)獄糸からなっている。

ei!三郷土骨量 君事7器'2¥7-9 ?.~~証2

米軍Iは地文に続行鑓文があり 、 その上に比般的太い説;総が~位あるいは剥位巳憶している土穏である。

JJÚ~こに緩銚を含んでいる。 2培地文に~十行総文(RL)を鈍L.そのよに斜に第一mと悶じような工具で此

線を絡している。 7は口縁部破片で、線形は頚部から外反ずる。地支に斜干す縄文 (LR)を』奮している。

Sは地文に製行線交 (RL)を絡している。 7、Sは太ししっかりとした洗線が債依巳絡している。 9

11地文に交織は認められない。沈線も第一績に近い。はっき りしないが大木2b式等に認められる結束のー

部らしい文様も認拘ることができる。

- 8-
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第四飯土絡事~ 7 Ð盟 10-茸1 8 閃~2 図版2-3

本軍[は縄文郎ち羽状純文、 斜行純文のある土宮罪である。胎土に繊維を合んでいる。

立 貰l 所諒~m状純文をなすも司で、 念て胎土に績調Eを合んでいる。 10、 13は向ー鱒体と思われる。 L R

の~lfi縄文で rØ主体の京絡を示している。J土加で、 12も同じ手法でつけた文嫌であるう。 H、 1511R Lの

斜純文の末期を結文したもので、i!i北地方では大木1:式、愛浜式土君事民主〈認められるものである。 16.

11. 22符もこり a :rti申仲間に入れτ よい土~のように忠われる。

b 級品~7 ~型 18. 19. 20、21.29で隣諸一般に羽状縄文と呼ばれているもりである。18は際的の潟行縄

文 (RLRとLRL)を交互に縄文した羽状純文である。19も18と同様である。20はLRとRLを結ll，し

たもの.21は20の場合と逆で白LとLR "?:t.~;1H.. -c作った;白状軍基交である。その他30のようにlI!節島幸行縄

文LRl.を.そして途中でRLRを施しているものもある。底郊に文総はない。

0111 斜行斜文のものである。 23、24、25.26. 21lt'、ずれもLRの貌行総交である。施、刻、 32.

36. 37、39.はいずれもRLの斜行縄主である。

d1l1 その他の組iま:をζの仲間lとした。 33、 3~は原体の回転方向はまちまちである。 4仏 "2は依節目被

J~'で氏に純文，dliiしている。 引は撚来交である。

第五鎖土怨 tt'{ 8限り-45 図版3

本野l::t書官来を5mro-7mm程の附協をもって制tこ巻いて‘それを償位に回転して作った文銀をもっ土

Z主である。撚糸は全てRである。飴土にlIt$mを合んでいる。

第六陣i土密封~8 観48. ~9、 列 、 53 照版3

本mは口紛剤;，.ニ俗文~Ifがあってその下位斜行総文を絡し. 得手の土密である。蹄土に銭絡を合んでい

る。口容織が特徴的で、ロ容は僚のように平で、 ri中が少しl!1lんでいる。 ζ申口容を作。たため日持舗の

とζらどけが外に出ている。小形の;!:髭りように忠われる。

第七期土壌 ~t 8 C書幅‘ ~7、 50、 首19 関 5"-57 爾阪3-4

本知は一般に級事者文と呼ばれている土2罪である。絵土に餓絡を含んでいる。本獄。土語告が児桜貝爆の主

体をなすものである。 46.灯、50の文隊ttt浅く、 は勺き りしないが綾絡文のー績と怒われる。 Lの鈴来官

f:l!ヲて文様を絡している。 54、55‘%のIうに潜に綾絡文のあるものもある。Hは口縁部の敬片でロ縁は

波状な設す。57、58.59は比敏的あらい絞総主である。 5911鴻部から頭部にかけての紋斤で頚部から口縁

部l巳かけて紙文婚がある。刷、ののよ うなものもある。 661主給来の数が数えられる貯例で、6つの絡.ll!の

ある原体をf副1隠している。 総糸はLが多〈 ‘Rは65だけである。6J‘68りように給猿と結策とに問問。晶

るものも認めるζ とができる。69.70もま量級文明一種と考えている。 75はかなり大きい被片でLRの原体

に結束が1.50鳴の間隔をと。て2つ作払 それを何聞も械位に悶転している。叉口縁部は階段状巳段がつ

いている。

l!lA剣士総 首~9 隠れ 鼠飯4

本:rtiは7i-Jtだけである。Lの然糸を納に巻いて備位に閤恕して文織を作っている。 総総を多〈含んで
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いる.

111九麟土窃郁9図72.13. 704，. 償阪4

*販は網目交のような文慢で‘飴土に媛鯵官舎む土穆で晶る.R~晶を般に視にきいて受亘書せ.そ

れを施宜したものである. ca信表時〉

;i:製品

土舗が二点出土している.いずれも士宮官!tを利/UI..ている。土搬はいずれも織維を含み.fA縄文1<11i

Lている.m古IU!I褒mとおりである。

射線車 10悶 悶版6

ζ-"1..大喝白然石に巾 1m固にみたない即lい11本の般とAi:晴お捕から上郷巳走っている太〈て、側、‘刻

車曜のある石である.A薗はも。ともよく刻飢のつけられた面である.この調。右泊中央留から」ニ織に走。

ているm織がも。とも源〈、深さ2mmほどである.こ町剣織はC溜で左側にあらわれ.0面からみると

D聞のようにな。ている.叉AilIiくB薗〉下場で三本の刻舗が一輝巳な。てお守.この緩め上矯もそれに

遅い状耳障を示しτいる.これらりJlIQ:主何者章持しているn"lミ切である.出土m位比貝摺である.

〈富穫港時〉

割 10阻 .. . lIi 

0 ， 

.1属 •• c. 
'lIl 

..  ，健闘 山内靖男『関3制止に』をける鰍揃土世J史前司R・・2車1-2(昭和<lf.) 向 「軒fj置

欲に関する=、三の姐京J虫陽学IIUJ2-'(昭和ラ均l】

-13-



5 秋田県の貝塚

目市の只騒が袋日本に多く‘7Jl日本}ニ少ないこ とは1罪抑!の巡りである。~日本に佼iKする駄田県もその

例にもれず、民I憲司数は少なL、。 t見河担保内で織認されている民草まはこの児桜貝療を含めて炊の8つを数え

るにすぎない。

l、柏守所員f.j((縄文時代理主郷〉

2、w.合民援 〈縦文時代中期〉

' . 11自l尚IIJ貝~G鎚:9:時代早期~耐u明〉

4、王室刈iR良君主〈総主1時代中期〉

う、女川1貝原 〈純文時代唆}開)

6、西日良線 〈祭文時代前期〉

7 、 新援浜貝~'翁文時代後l~J)

8. 児以只K~ (縄文時代前期〉

;:;の中で児桜民事まと関係のある貝原は、角悶崎貝綴と西目貝探をあげることができる。角問問只稼は古

〈かち学会に注自された民爆であった。昭和29年10月県教育安員会が主縦し、故;l~;w.鉄総氏、紙回大学教

授半[11iIi太郎氏等によっτ発狽調査が行われている。報告l!!I!未だ刊行されておらず、 ;;1;:和111不明である

が、 半田市太郎氏。ご野怒によっτ秋回大学日ある泌物を実現するこ とができた。それによると内耐巳条

保、総目のある土紛が含まれ，且l玉県i事よりー時期省、、治跡である。貝J;;<の只はハマグれオキシジミ、

アサリ、サルポ向型事である。

前円 >1稼は大IED年武証書ー悠氏巳よラて二回の小.~鍛がすTなわれ.純文狩代IlifJØIの只I主であることがわ

かった。 r八~潟の研究J Gfíl) お般の土罰祉の手持吉見ると犬木 3 式土?~~が認められる。こ0ことから

3尾悦貝線の直後に位iZ<する貝J;;<と忠われる。 貝緑町貝はヤマトシジZである。

これらの貝壊は況桜貝尽を問に北と潟に依殴t..今後この地眉l的な附iJjをもっ と総和lに筒べてみる必要

があると考えてレる。(街持者署特〉

註1 奈良修介‘I:t'村奇書;xP，f>r八郎潟周辺町沼紛JAt.Jli!Jの研究〈昭和4恒め秋岡県教育番目企

- H -



6 結 ぴ

本只!i1から出土した白書長遺物については都合により、そめ鉱員Iiをここで催告できないが貝はγ ジミが主

体をなし、他の只は殆んど認められなかった。それに魚昔、自民骨も数Jt出土しているがこれもそり鉱i鋭は

有ミ闘である。

このようι自然造物を完全に潟べあげないうち本貝原を絡検ずけるのは無様であるが、:l'Cftill物のみで

考祭を進める。

土i世U:，l縄文時代前期前半のPfr!l.lr羽状縄文土~群J (匙1)から大木2式土¥1iIまでの土俄である。東北

地方の縄文時代前期前半には所m犬木 l式土法、あるいは門餓下IIh式土治以前に数裂式ある。この時

期の資料も本県だけみても少しずつではあるが発見されている。蹴勝部民主足踏町岩封説担~2 洞穴出土土w

〈設2)やIII!栄町沿l1!のような半般竹管による巡鋭爪形文を有する土器iH冊、 〈量生3)角閥的貝原や.小坂

町付近から出土している内簡に祭文が絡され、 外揃に純文あるいは羽秘縄文をもっ土~詳がそれである

〈匙り。これら rJJll:状縄文土総務J(註5)の船員に箔年寄れる申が本只綴で第信銀とした仲間である

うと恕われ.間割;0)形式にあてはめれば大木 l'式土糠の時期と考えられる。

郷2鏑土i出11文様の路交法等でt時予剣士滋と近似し、大木2， 式土般に対比できょう。錦7 烈土器:~U:.本

貝原の主体をなす土鳴である。飴土に術誌を含んでいる。結土艇を貼9つける苧，法もあらわれる。 本質Iは

大木2b式本協に対比できょう。このよう巴本貝窃から出土した土器時を他地方向〈特に耐鵠の大木式〉土

iI!!応対比してみると時間r(~K.かなり長い間.ζ的地織に生活した と考えられる。しかし. J1容のJJt供、土

紛町出土状態等から考えて前述したほど長時間にわたって生活したia捗とは考えられないのである。こう

した問題は土保分布図の問辺に間々ある問題のように考えられ. 土.r.t~式と-つの治跡から出土する土摂

理事との関係はも。とjj<訟に考えねばならない問題であろう。

本貝塚からはその他土鍵.石銀、刻線僚が出土しtいる。こり地績では石録が非常に多く出土する0つが

常であり、それが一つの特徴と考えτよいのである。本県貝原から出土した石総全体から見た石録の出土

教は非常民~H ‘。 ζ の石鑓とー絡に土骨量斤を利用した土鍵2側出土しており.これに注目する必裂があろ

う。〈位6)

1暗線僚は直按関係づける遺物は見当らないが、本燥の場合怯縄文時代に所潟 「鉱石jなる名称で呼ばれ

ている魚刻文のある遺物が発見されている。(段7)また中期。透物から録稀文を刻線した石1，告も出土し

ている。(鉱)j)今後これらりia号車とり関係において解決しなければならない造物と考えられる。

〈宿縁者陸時〉

註 i 林織作 r.il!~tJ 南出1!l}j]、 日本叩考古学 〈絡ま時代〉昭和‘出弘 主主 2、官僚器時 r院内務井1~
協穴下帰り土器についてJ秩山考古牢十銅牢記意特蝿骨.沼和)9年、 絵3、大和久滋平、 r松田!属史
〈考古掲)J昭事n，年. 註h 央山罰氏のご貯患によ今小塩町付近から出土したこりmの土器を災児

するζとができたo ii:主久 ntIに悶. 恕6、渡辺誠「土告書片利用の土縫応関する-乏の宅政J昭
事明年、 設7 、 ~曹鉄斌 f駄出県下のt~\形期石J 石総時代) . 問日和)1年、 訟8、五十胤氏申ご好意
により駄岡市高梨台遺跡の遺物を拷且する4とができた.その時お曹に鑓街i止の刻立晶るものがあ勺た.
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